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背景
•企業は顧客の要求を満たすシステムを開発する必要が
あるため，顧客の要求を正確に確定しなければならな
い 

•しかしながら，顧客の要求は曖昧であったり，時間の
経過するにつれて変更することがある 

•要件定義の曖昧さが要因となり，プロジェクトが失敗
してしまうことがある
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要件定義
•要件定義は大きく2つに分けられる 

•機能要件と比べ，非機能要件は曖昧になったり，見落と
しになることが多い 
- 機能要件が第一，非機能要件はその次 
- 既存の似たプロジェクトの非機能要件を再利用 
- ベンダ側と顧客側の認識にずれ
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機能要件 システムに求められる実際の機能に関する要件

非機能要件 性能や品質など機能以外に定義される要件



非機能要件
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カテゴリ 内容

可用性 システムの継続性に関する項目

性能・拡張性 システムの性能や拡張性に関する項目

運用・保守性 運用・保守作業に関する項目

移行性 新システムに移行に関する項目

セキュリティ セキュリティに関する項目

システム環境 
エコロジー

消費電力など環境に関する項目



非機能要件に関する研究
•要件定義書に記述されている非機能要件をスコアリン
グ[1] 
- 保守性・運用性のみを対象 
- 各要件に重みをつけ，記述が明確かどうかで評
価
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[1]斎藤 康廣，門田 暁人，松本 健一，非機能要件に着目したRequest For Proposal(RFP)評価，SEC journal Vol.10,2014,page 30-37
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目的とアプローチ
•目的 
- ベンダ・顧客間の非機能要件の認識のずれをなくす
こと 

•アプローチ 
- 非機能要件の各項目を定量的に示す 
- 機械学習を用いて非機能要件の各項目を自動で
レベル分け
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非機能要件のスコアリング
•非機能要件グレードに基づき，実際の要件定義書の非
機能要件をレベル分け 
- 非機能要件グレード：IPAが非機能要件の各項目をレベ
ル分けしている
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DONE・TODO
•DONE 
- 性能要件，セキュリティ要件，運用・保守性の各項目を
目視しレベル分け 
- 多くの項目のレベル分けが不可能 

‣ グレードのレベル分けが対応できていない 
‣ 要件定義書に記述がない 

- レベル分けできる項目もあるがgrepでできそう 

• TODO 
- 残りの項目の目視
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